
・サポート切れだが現行機能に満足している。

・クライアント環境の運用維持コストを削減したい。
・再開発にはコストが掛かるので、資産を有効活用したい。

・ﾕｰｻﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽが同じなので、端末操作の教育が最小限。

・再開発に比較して、コストは約50%削減可能！(当社比較)

・C/S版からWeb版 Developerへのマイグレーション
実績は、全国で30件以上。

弊社はそのノウハウを活かし、皆様方の既存資産を有効活用

する、具体的な方法をご提案させて頂きます。
Oracle Developerのマイグレーションをご検討いただく際に、

特に準備は必要ありません。現状調査につきましても、弊社に
ご相談下さい。画面、ﾊﾞｯﾁ、帳票 全てに対応させて頂きます。
ITインフラのご提案をさせて頂く事も可能です。
マイグレーションだけでなく、部分改修や新規作成についても

お気軽にお問合せ下さい。

Ｄｅｖｅｌｏｐｅｒマイグレーション
実績は全国でＴＯＰクラス！

Ｄｅｖｅｌｏｐｅｒマイグレーション
サービスで課題解決！

Ｃ/Ｓ版Ｏｒａｃｌｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｅｒで
構築されたシステムの課題

Oracle DeveloperのC/S版からWeb版へのﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝ

ｻｰﾋﾞｽに加えて、平成21年7月からJava化ｻｰﾋﾞｽ開始！

お問合せ先

参考HP http://www.dcr.co.jp → オラクルサービスメニュー → Developer マイグレーション

E-MAIL education@dcr.co.jp

ORACLE事業部

西日本（名古屋支店）

担当者：小久保

TEL:052-204-1388 FAX:052-204-1447

東日本（東京支店）

担当者：内山

TEL:03-3456-5331 FAX:03-3451-8043



Oracle Developer
マイグレーションの流れ

C/S版Oracle Developerで開発した資産をお持ちのお客様！現行機能については満足

しているけれど、次の様な悩みをお持ちではありませんか？
・再構築
・サポート切れ
・Version Up（C/S版は6iまで）
・Web化マイグレーション
Oracle Developerの事なら、DCRへお問合せ下さい。
※どんなに古いバージョンでも対応可能です、あきらめずにご相談下さい！

1.DCRへお問合せ下さい

2.システム概要ヒアリングシートへの記入
弊社へお問合せ頂きましたら、「システム概要ヒアリングシート」を送付させて頂きます。

お分かりになる範囲で結構ですので、ヒアリングシートにご記入頂きご返信下さい。
御社を訪問して詳細を伺う際の、資料として利用させて頂きます。
※「システム概要ヒアリングシート」の記入内容だけで、概算費用の算出も可能です。

3.詳細のヒアリングと現状調査
「システム概要ヒアリングシート」を元に、詳細について伺わせて頂きます。お客様の許可

を頂いた後に、ヒアリング時に不明確であった項目や、プログラムの難易度を調査する為に、

実稼動環境の現状調査をさせて頂きます。
※現状調査中は、お客様の立会いをお願い致します。

※Oracle Developerマイグレーション 以外に、検討課題、ご質問等ございましたら、

お気軽にお問い合せ下さい。DCRオラクルサービスメニューは他にも、
・RAC導入サービス ・Oracle Databaseパフォーマンスチューニング
・Developerマイグレーション ・Oracle BI導入支援
等がございます。

4.Oracle Developerマイグレーション
ヒアリング内容と現状調査の分析結果を元に、Oracle Developerマイグレーション

サービスの提案書および見積書を作成させて頂きます。

１．Oracle Developerマイグレーション設計レビュー
Oracle Developerマイグレーション設計レビューで、お客様のご要望や要件を満たしているか、
確認させて頂きます。

２．移行手順書に従い、最終的な移行方針を決定
移行定義書、基本項目定義書、テスト計画書、プロトタイプ作成等。
※マイグレーションが出来ない部分を検証。

３．マイグレーション作業
漢字変換PJC化、Client_TEXT_IO、画面体裁等。

４．試験内容

新旧比較、ブラックボックステスト、画面内ボタン操作、マイグレーション動作等

Oracle DeveloperのC/S版のJava化マイグレーションサービスに

についても、マイグレーション手順は同じです！


